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「技術開発の着眼点から
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三井造船株式会社

技術開発本部 技術総括部

再生可能エネルギープロジェクトＧｒ

中中中中 野野野野 訓訓訓訓 雄雄雄雄

｢｢｢｢テクノ未来塾テクノ未来塾テクノ未来塾テクノ未来塾｣｣｣｣
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配布資料配布資料配布資料配布資料

【【【【本日の内容本日の内容本日の内容本日の内容】】】】

§§§§１１１１ 自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介

§§§§２２２２ 波力発電とは波力発電とは波力発電とは波力発電とは

§§§§３３３３ 開発の歴史開発の歴史開発の歴史開発の歴史

§§§§４４４４ 進行プロジェクト進行プロジェクト進行プロジェクト進行プロジェクト

§§§§５５５５ 技術開発状況技術開発状況技術開発状況技術開発状況

§§§§６６６６ 実用化・事業化実用化・事業化実用化・事業化実用化・事業化
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§１．はじめに

【自己紹介】
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§§§§２２２２．波力発電．波力発電．波力発電．波力発電とはとはとはとは

-ポテンシャルと発電原理-



（１）エネルギー密度は太陽光の約エネルギー密度は太陽光の約エネルギー密度は太陽光の約エネルギー密度は太陽光の約10101010倍！倍！倍！倍！

地球に降り注ぐ太陽光のエネルギーが1㎡当たり約1kW

に対して、波エネルギーは地域別に大小があるが、

平均10kW/m
※

で奥行き1m
2

とすると１ ㎡ 当たり約10KWで

ある。※※※※沿岸沿岸沿岸沿岸ではではではでは７７７７kW/mkW/mkW/mkW/mとととと言言言言われているわれているわれているわれている。高橋重雄氏。高橋重雄氏。高橋重雄氏。高橋重雄氏のののの港研資料港研資料港研資料港研資料NO.NO.NO.NO.654654654654よりよりよりより。。。。

日本近海の波力エネルギー（kW/m、通年）２－１．波力発電の特徴
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（（（（３３３３）設置面積）設置面積）設置面積）設置面積はははは、太陽光、太陽光、太陽光、太陽光にににに比比比比べコンパクトべコンパクトべコンパクトべコンパクト！！！！

必要電力20KWとした場合、効率40％の波力発電装置

では、50KWの波パワーがあれば良い。

10KW/mの波パワーが期待できるとすると、奥行き5m
フロート幅5mの総面積25 ㎡の波力発電装置となる。

一方、太陽光発電で賄うとすると200KW×0.1＝

20KWであるから、200 ㎡の設置面積が必要になる。

波エネルギー10KW/mが通年であるのに対して、

太陽光の1111㎡㎡㎡㎡当当当当たりたりたりたり約約約約1111kWkWkWkWが晴天時だけの数値で

あることを考えると、必要設置面積はさらに大きくなる。

→波力発電の設置面積は非常にコンパクトである。

太陽光のエネルギー変換効率は10％程度であるのに

対して、波力発電装置では30～40％が期待できる。

（２）エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー変換効率変換効率変換効率変換効率はははは、太陽光、太陽光、太陽光、太陽光のののの３３３３倍以上！倍以上！倍以上！倍以上！

出典：前田久明木下健「波浪発電」

（1979, 生産研究31 巻11 号）

２２２２－－－－２２２２．日本沿岸．日本沿岸．日本沿岸．日本沿岸のののの波力波力波力波力エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー
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NEDONEDONEDONEDO及及及及びびびび港湾空港技術研究資料港湾空港技術研究資料港湾空港技術研究資料港湾空港技術研究資料よりよりよりより引用引用引用引用

●波力エネルギーと他の新エネルギー導入見通しを、下表に示す。

現現現現 在在在在 2020202020202020年まで年まで年まで年まで 2030203020302030年まで年まで年まで年まで 出出出出 典典典典

①太陽光発電

20.4GW

(2009年実績)

28GW 53GW

・現在：NEDO再生可能エネルギー白書（2010年）

・2020/2030年：「長期エネルギー需給見通し（再計算）」（総

合資源エネルギー調査会需給部会2009年

②風力発電

2.2GW

(2009年実績)

5GW 6.7GW

・現在/2020/2030年とも：「長期エネルギー需給見通し（再計

算）」（総合資源エネルギー調査会需給部会2009年

③波力発電

0.02MW

(2008年実績)

51MW 554MW

・海洋エネルギー資源利用推進機構（OEA-J）の海洋エネル

ギー開発ロードマップより抜粋。

２－３．他の新エネルギーとの比較２－３．他の新エネルギーとの比較２－３．他の新エネルギーとの比較２－３．他の新エネルギーとの比較

表．日本における波力発電と新エネルギーの導入見通し－NEDOの資料より

波力発電波力発電波力発電波力発電はははは他他他他のののの再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー発電発電発電発電にににに比比比比べべべべ、、、、安定供給安定供給安定供給安定供給がががが見込見込見込見込めるめるめるめる。。。。またまたまたまた今後今後今後今後、、、、

我我我我がががが国国国国でででで技術開発技術開発技術開発技術開発・・・・導入導入導入導入がががが期待期待期待期待されているされているされているされている洋上風力発電洋上風力発電洋上風力発電洋上風力発電とのとのとのとの併設併設併設併設もももも可能可能可能可能であるためであるためであるためであるため、、、、

設備設備設備設備のののの共有化共有化共有化共有化などによるなどによるなどによるなどによるコストコストコストコスト低減低減低減低減とととと設置場所設置場所設置場所設置場所のののの更更更更なるなるなるなる拡大拡大拡大拡大もももも期待期待期待期待できるできるできるできる。。。。 7

波力によるﾌﾛｰﾄの上下運動が、ﾌﾚｰﾑ、ﾛｯﾄﾞ及び機械※を経由して

回転運動に変換され、発電機を回し発電する。 ※例：ﾗｯｸ＆ﾋﾟﾆｵﾝ

ﾌﾛｰﾄ

ﾌﾚｰﾑ ﾛｯﾄﾞ
ﾛｯﾄﾞ

発電機

ラックラックラックラック

ピニオンピニオンピニオンピニオン

発電機発電機発電機発電機

電気

ﾌﾛｰﾄ

ﾌﾚｰﾑ

ｽﾊﾟｰ（補足）（補足）（補足）（補足）ｽﾊﾟｰとは胴体部の意味を示す。

ｽﾊﾟｰを極力動かないように係留又係留又係留又係留又はははは固定固定固定固定

することで、ﾌﾛｰﾄだけが波で上下運動する。

ｽﾊﾟｰ

8

２２２２－－－－４４４４．波力発電．波力発電．波力発電．波力発電のののの原理原理原理原理についてについてについてについて
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§§§§３３３３．開発．開発．開発．開発のののの歴史歴史歴史歴史

-波力発電の歴史と弊社の取組み-

３－１．波力発電の歴史(1/2）

10
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３－１．波力発電の歴史(2/2） ３－３．三井造船の取り組み（2/4）

【【【【2009200920092009年度年度年度年度】】】】

----OPTOPTOPTOPT社社社社ととととMOUMOUMOUMOUをををを締結締結締結締結----

【【【【2010201020102010年度年度年度年度】】】】

----環境省環境省環境省環境省ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ----

日本仕様化＆独自開発日本仕様化＆独自開発日本仕様化＆独自開発日本仕様化＆独自開発

【【【【2011201120112011～～～～2012201220122012年度年度年度年度】】】】----NEDONEDONEDONEDOﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（技術開発）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（技術開発）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（技術開発）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（技術開発）

【【【【2013201320132013～～～～2015201520152015年度年度年度年度】】】】----NEDONEDONEDONEDOﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（実証試験）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（実証試験）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（実証試験）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（実証試験）

【【【【沿岸域沿岸域沿岸域沿岸域にもにもにもにも設置設置設置設置】】】】環境省事業環境省事業環境省事業環境省事業

2013201320132013年～年～年～年～2015201520152015年年年年

12
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§§§§４４４４．進行．進行．進行．進行プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

技術実証事業（NEDO、環境省）

NEDONEDONEDONEDO事業事業事業事業 環境省事業環境省事業環境省事業環境省事業

台数：１台

出力：定格出力80kW

平均発電量24kW(約60世帯分）

寸法：全高約50m ,水面上約10m ,ﾌﾛｰﾄ直径約8m

水深：約80m

４-１．ＮＥＤＯプロジェクト(1/3）

●設置場所

観測ブイ設置付近

神津島

14

15151515

大洗港大洗港大洗港大洗港でのでのでのでの技術実証技術実証技術実証技術実証はははは１１１１ユニットのみユニットのみユニットのみユニットのみ設置設置設置設置

４-２．環境省プロジェクト(1/4）

平成平成平成平成２５２５２５２５年度年度年度年度

ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出削減対策強化誘導型技術開発排出削減対策強化誘導型技術開発排出削減対策強化誘導型技術開発排出削減対策強化誘導型技術開発・・・・

実証事業実証事業実証事業実証事業にににに採択採択採択採択

（小型（小型（小型（小型でででで高効率高効率高効率高効率なななな波力発電波力発電波力発電波力発電システムにシステムにシステムにシステムに関関関関わるわるわるわる

技術開発技術開発技術開発技術開発・・・・実証事業）実証事業）実証事業）実証事業）

15
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§§§§５５５５．技術開発状況．技術開発状況．技術開発状況．技術開発状況

技術実証事業（NEDO、環境省）

NEDONEDONEDONEDO事業事業事業事業 環境省事業環境省事業環境省事業環境省事業

沖合浮体式沖合浮体式沖合浮体式沖合浮体式

沿岸着底式沿岸着底式沿岸着底式沿岸着底式
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§６．実用化・事業化§６．実用化・事業化§６．実用化・事業化§６．実用化・事業化

６６６６－－－－１１１１．．．．海洋海洋海洋海洋エネにエネにエネにエネに関関関関するするするする流流流流れれれれ

●最近の政策・法規制について

2012年６月：離島振興法の改正

2012年７月：「再生可能エネ固定価格買取制度」がスタート

2012年８月：環境省発表 （2030年150万kW）

2013年３月：実証フィールドの公募

2013年４月：海洋基本計画の改訂（H25～H29年度計画）

2014年3月：着床式洋上風力の買取価格が判明

2014年3月：実証フィールドへの応募締切

海洋エネは、今後買取対象となる予定海洋エネは、今後買取対象となる予定海洋エネは、今後買取対象となる予定海洋エネは、今後買取対象となる予定

「国「国「国「国のののの責務」責務」責務」責務」がががが明記明記明記明記されたされたされたされた。予算。予算。予算。予算をををを含含含含めめめめ、、、、

離島離島離島離島へのへのへのへの優遇措置優遇措置優遇措置優遇措置がががが図図図図られるられるられるられる！！！！

＜政府自民党ＨＰ＞＜政府自民党ＨＰ＞＜政府自民党ＨＰ＞＜政府自民党ＨＰ＞

海洋エネ（波力・潮力）の導入目標！海洋エネ（波力・潮力）の導入目標！海洋エネ（波力・潮力）の導入目標！海洋エネ（波力・潮力）の導入目標！

18181818

洋上風力洋上風力洋上風力洋上風力のののの次次次次にににに

海洋再生可能海洋再生可能海洋再生可能海洋再生可能エネルギーとしてエネルギーとしてエネルギーとしてエネルギーとして

“波力等“波力等“波力等“波力等のののの海洋海洋海洋海洋エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー””””とととと言言言言うううう

踏踏踏踏みみみみ込込込込んだんだんだんだ記述！記述！記述！記述！

３６３６３６３６円／円／円／円／kWhkWhkWhkWh

岩手、沖縄、新潟、和歌山、佐賀、長崎、鹿児島岩手、沖縄、新潟、和歌山、佐賀、長崎、鹿児島岩手、沖縄、新潟、和歌山、佐賀、長崎、鹿児島岩手、沖縄、新潟、和歌山、佐賀、長崎、鹿児島
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・集魚・保護育成用発電ブイ・集魚・保護育成用発電ブイ・集魚・保護育成用発電ブイ・集魚・保護育成用発電ブイ・集魚・保護育成用発電ブイ・集魚・保護育成用発電ブイ・集魚・保護育成用発電ブイ・集魚・保護育成用発電ブイ

離島発電用離島発電用離島発電用離島発電用ブイブイブイブイ離島発電用離島発電用離島発電用離島発電用ブイブイブイブイ

国境・漁場監視用ブイ国境・漁場監視用ブイ国境・漁場監視用ブイ国境・漁場監視用ブイ国境・漁場監視用ブイ国境・漁場監視用ブイ国境・漁場監視用ブイ国境・漁場監視用ブイ

資源調査資源調査資源調査資源調査資源調査資源調査資源調査資源調査

浮浮浮浮きききき魚礁魚礁魚礁魚礁・・・・魚礁魚礁魚礁魚礁浮浮浮浮きききき魚礁魚礁魚礁魚礁・・・・魚礁魚礁魚礁魚礁

・・・・増殖礁増殖礁増殖礁増殖礁・・・・間伐材増殖礁間伐材増殖礁間伐材増殖礁間伐材増殖礁・・・・藻礁藻礁藻礁藻礁・・・・増殖礁増殖礁増殖礁増殖礁・・・・間伐材増殖礁間伐材増殖礁間伐材増殖礁間伐材増殖礁・・・・藻礁藻礁藻礁藻礁

エコエコエコエコ漁港漁港漁港漁港エコエコエコエコ漁港漁港漁港漁港

海底マウンド海底マウンド海底マウンド海底マウンド海底マウンド海底マウンド海底マウンド海底マウンド

魚礁魚礁魚礁魚礁魚礁魚礁魚礁魚礁

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ、自然石、鉄鋼、自然石、鉄鋼、自然石、鉄鋼、自然石、鉄鋼スラグスラグスラグスラグｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ、自然石、鉄鋼、自然石、鉄鋼、自然石、鉄鋼、自然石、鉄鋼スラグスラグスラグスラグ

６－２．沖合浮体式の事業化モデル

19

・・・・国交省（港湾国交省（港湾国交省（港湾国交省（港湾のののの停電時停電時停電時停電時のののの電源）電源）電源）電源）

・・・・着床式洋上風力発電着床式洋上風力発電着床式洋上風力発電着床式洋上風力発電とのハイブリッドとのハイブリッドとのハイブリッドとのハイブリッド

20

６－３．沿岸着底式の事業化モデル



 

 

 

 

 

中野 訓雄（なかの くにお） 

 

 

 

・平成 ５年 ３月   大分大学 機械工学科 卒業 

 

・平成 ７年 ３月   九州大学大学院 総合理工学研究科  

大気海洋環境システム学専攻 修了 

 

・平成 ７年 ４月   三井造船株式会社 入社  

 

              この間、海洋土木のエンジニアを主としながら、 

              平成２２年頃から、波力発電について、部分的に関与。 

 

・平成２４年 ４月   同 事業開発本部 波力発電グループに異動  

 

・平成２５年１１月   同 技術開発本部 技術総括部  

再生可能エネルギープロジェクトグループに異動 

 

・平成２６年 ５月   現在  －同上部署に在籍－  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師プロフィール 


